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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用圧縮空気供給装置であって、圧縮機を持つ圧縮空気供給部分、空気乾燥器カー
トリッジ及び絞り及び弁を含む空気乾燥器部分、及び常用制動回路を含む圧縮空気負荷回
路を持つ圧縮空気負荷部分を有し、複数の弁を持つ多回路保護弁を介して圧縮空気負荷回
路が圧縮空気を供給され、常用制動回路及び場合によっては少なくとも１つの別の圧縮空
気負荷回路が圧縮空気容器を持ち、圧縮空気負荷回路の圧力がセンサにより監視され、セ
ンサの電気信号が電子制御装置へ供給され、かつ電子制御装置により評価されるものにお
いて、圧縮空気負荷回路（２６，２８，３０，３２，３４，３６，３８）へ圧縮空気充填
の際、圧縮空気容器の大きさ及び圧縮機（７）の供給出力に関して圧縮空気供給装置（２
）のパラメータを求めるため、少なくとも１つの圧縮空気負荷回路（２８，３０，３２）
における空気圧力上昇速度が、圧縮機回転数を考慮して求められ、この少なくとも１つの
圧縮空気負荷回路への圧縮空気充填後、この少なくとも１つの圧縮空気回路（２８，３０
，３２）から、空気乾燥器カートリッジの再生過程が行われ、所定の圧力低下の時間又は
所定の時間にわたる圧力低下（圧力勾配）が求められ、圧力低下の程度、再生時間及び絞
り（１０８）の既知の直径から、行われる再生過程のために必要な空気量が求められ、こ
の空気量から少なくとも１つの容器の容積が求められ、容器の容積及び圧縮回転数を考慮
して求められる空気圧力上昇速度又は充填時間から、圧縮機（７）の供給出力が計算され
るように、電子制御装置（８４）が構成されていることを特徴とする、圧縮空気供給装置
。
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【請求項２】
　充填が圧縮空気供給装置の最初の充填であることを特徴とする、請求項１に記載の圧縮
空気供給装置。
【請求項３】
　空気圧力上昇速度が、供給開始から負荷回路に関係づけられる所定の上の圧力閾値（ｐ

１）に達するまでの時間から求められることを特徴とする、請求項１に記載の圧縮空気供
給装置。
【請求項４】
　再生過程が、所定の時間（ｔ２－ｔ１）にわたって又は所定の圧力減少（ｐ１－ｐ２）
まで行われることを特徴とする、請求項１に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項５】
　負荷回路に関係づけられる所定の圧力閾値より上の所定値まで圧力減少が行われること
を特徴とする、請求項４に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項６】
　圧縮空気の消費後所定の圧力増大のため再充填過程中に、この圧力増大のために必要な
時間又は所定の時間に行われる圧力上昇が求められ、この圧力上昇から圧縮機回転数を考
慮して計算される空気圧力上昇速度及び既知の容器容積から、圧縮機供給出力が求められ
ることを特徴とする、請求項１に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項７】
　圧縮機供給出力が所定の値より下に低下する場合、警告信号が発生されることを特徴と
する、請求項１に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項８】
　再生反応が変化する圧縮機供給出力に合わされることを特徴とする、請求項１に記載の
圧縮空気供給装置。
【請求項９】
　圧縮空気装置の最初の充填の際、１つの負荷回路（２８）が所定の圧力値（ｐ１）まで
充填され、
　所定の圧力値（ｐ１）に達した後、この負荷回路（２８）から空気乾燥器の乾燥剤カー
トリッジ（４４）を再生するため、空気乾燥器弁（１００）が導通せしめられ、
　所定の再生時間にわたって行われる圧力低下、又は所定の圧力低下のために必要な再生
時間が求められ、
　再生時間及び圧力低下から、空気乾燥器絞り（１０８）の直径値を考慮して、前記の負
荷回路（２８）の容器の容積が計算され、
　この容器容積及び圧縮機回転数に関係する圧力上昇速度から、圧縮機（７）の供給出力
が計算される
ことを特徴とする、請求項１に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項１０】
　第１の負荷回路（２８）から乾燥剤カートリッジ（４４）の再生後、この負荷回路（２
８）が、時点（ｔ２）から特定の圧力（ｐ３）に達するまで更に充填され、その後第２の
負荷回路（３０）が更に充填され、時点（ｔ４）から第３の負荷回路（３２）が充填され
、従ってこの時点（ｔ４）からこれらの負荷回路（２８，３０，３２）が同時に充填され
ることを特徴とする、請求項９に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項１１】
　３つの負荷回路（３８，３０，３２）に同じ圧力（ｐ５）が存在すると、これらの回路
における圧力上昇速度が１つの時点（ｔ６）まで求められ、その後圧力が所定の値（ｐ６

）に上昇した時点（ｔ６）から、第３の負荷回路（３２）が遮断され、所定の時点（ｔ７

）まで第１及び第２の負荷回路（２８及び３０）における圧力上昇速度が求められ、その
後この圧力上昇速度及び前に第１の負荷回路（２８）について計算された圧縮機供給出力
から、第１及び第３の負荷回路（２８及び３０）の容器容積が計算され、圧力上昇速度が
圧縮回転数に関係して計算されることを特徴とする、請求項１０に記載の圧縮空気供給装
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置。
【請求項１２】
　第１及び第３の負荷回路（２８及び３０）から乾燥剤カートリッジの再生後、再生時間
、圧力低下及び乾燥空気絞りの直径から、これらの負荷回路（２８及び３０）の容器容積
が検証可能であることを特徴とする、請求項９～１１の１つに記載の圧縮空気供給装置。
【請求項１３】
　少なくとも始めての再生過程に過再生が行われるように、制御装置（８４）が設定され
ていることを特徴とする、請求項１に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項１４】
　圧縮空気供給装置の構成要素の変更又は交換の際、圧縮空気供給装置の更新されるパラ
メータ検出が行われることを特徴とする、請求項１に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項１５】
圧縮空気供給装置の構成要素が圧縮機又は容器であることを特徴とする、請求項１４に記
載の圧縮空気供給装置。
【請求項１６】
更新されるパラメータ検出が、プログラム毎に診断装置を介して又は手動で開始されるこ
とを特徴とする、請求項１４に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項１７】
空気乾燥器部分及びその絞りの代わりに、又は空気乾燥器部分及びその絞りに加えて、所
定の既知の大きさの絞りを持つ別の空気圧構成要素が、圧縮空気供給装置のパラメータを
求めるために使用されることを特徴とする、請求項１に記載の圧縮空気供給装置。
【請求項１８】
自動車用圧縮空気供給装置のパラメータを求める方法であって、圧力供給装置が、圧縮機
を持つ圧縮空気供給部分、空気乾燥器カートリッジ及び絞り及び弁を含む空気乾燥部分、
及び常用制動回路を含む圧縮空気負荷回路を持つ圧縮空気負荷部分を有し、複数の弁を持
つ多回路保護弁を介して圧縮空気負荷回路が圧縮空気を供給され、常用制動回路及び場合
によっては少なくとも１つの別の圧縮空気負荷回路が圧縮空気容器を持ち、圧縮空気負荷
回路の圧力がセンサにより監視され、センサの電気信号が電子制御装置へ供給され、かつ
電子制御装置により評価されるものにおいて、次の段階即ち
　圧縮空気負荷回路（２６，２８，３０，３２，３４，３６，３８）に圧縮空気を充填し
、
　圧縮機回転数を考慮して、少なくとも１つの圧縮空気負荷回路（２８，３０，３２）に
おける空気圧力上昇速度を求め、
　少なくとも１つの圧縮空気負荷回路（２８，３０，３２）への圧縮空気の充填後、この
負荷回路から空気乾燥器カートリッジの再生過程を行い、その際所定の圧力低下の時間又
は所定の時間にわたる圧力低下（圧力勾配）を求め、
　再生過程を行うために必要な空気量を、圧力低下の程度、再生時間及び絞り（１０８）
の既知の直径から求め、
　少なくとも１つの容器の容積を求め、
　容器の容積及び圧縮機回転数を考慮して求められる空気圧力上昇速度又は充填時間から
、圧縮機の供給出力を計算する
ことを特徴とする、方法。
【請求項１９】
充填が圧縮空気供給装置の最初の充填であることを特徴とする、請求項１８に記載の方法
。
【請求項２０】
空気圧力上昇速度が、供給開始から負荷回路に関係づけられる所定の上の圧力閾値（ｐ１

）に達するまでの時間から求められることを特徴とする、請求項１８又は１９に記載の方
法。
【請求項２１】



(4) JP 5093693 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

再生過程が、所定の時間（ｔ２－ｔ１）にわたって又は所定の圧力減少（ｐ１－ｐ２）ま
で行われることを特徴とする、請求項１８～２０の１つに記載の方法。
【請求項２２】
負荷回路に関係づけられる所定の圧力閾値より上の所定値まで圧力減少が行われることを
特徴とする、請求項１８～２１の１つに記載の方法。
【請求項２３】
圧縮空気の消費後所定の圧力増大のため再充填過程中に、この圧力増大のために必要な時
間又は所定の時間に行われる圧力上昇が求められ、この圧力上昇から圧縮機回転数を考慮
して計算される空気圧力上昇速度及び既知の容器容積から、圧縮機供給出力が求められる
ことを特徴とする、請求項１８～２２の１つに記載の方法。
【請求項２４】
圧縮機供給出力が所定の値より下に低下する場合、警告信号が発生されることを特徴とす
る、請求項１８～２３の１つに記載の方法。
【請求項２５】
再生反応が変化する圧縮機供給出力に合わされることを特徴とする、請求項１８～２４の
１つに記載の方法。
【請求項２６】
圧縮空気装置の最初の充填の際、１つの負荷回路（２８）が所定の圧力値（ｐ１）まで充
填され、
所定の圧力値（ｐ１）に達した後、この負荷回路（２８）から空気乾燥器の乾燥剤カート
リッジ（４４）を再生するため、空気乾燥器弁（１００）が導通せしめられ、
所定の再生時間にわたって行われる圧力低下、又は所定の圧力低下のために必要な再生時
間が求められ、
再生時間及び圧力低下から、空気乾燥器絞り（１０８）の直径値を考慮して、前記の負荷
回路（２８）の容器の容積が計算され、
この容器容積及び圧縮機回転数に関係する圧力上昇速度から、圧縮機（７）の供給出力が
計算される
ことを特徴とする、請求項１８～２５の１つに記載の方法。
【請求項２７】
第１の負荷回路（２８）から乾燥剤カートリッジ（４４）の再生後、この負荷回路（２８
）が、時点（ｔ２）から特定の圧力（ｐ３）に達するまで更に充填され、その後第２の負
荷回路（３０）が更に充填され、時点（ｔ４）から第３の負荷回路（３２）が充填され、
従ってこの時点（ｔ４）からこれらの負荷回路（２８，３０，３２）が同時に充填される
ことを特徴とする、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
３つの負荷回路（３８，３０，３２）に同じ圧力（ｐ５）が存在すると、これらの回路に
おける圧力上昇速度が１つの時点（ｔ６）まで求められ、その後圧力が所定の値（ｐ６）
に上昇した時点（ｔ６）から、第３の負荷回路（３２）が遮断され、所定の時点（ｔ７）
まで第１及び第２の負荷回路（２８及び３０）における圧力上昇速度が求められ、その後
この圧力上昇速度及び前に第１の負荷回路（２８）について計算された圧縮機供給出力か
ら、第１及び第３の負荷回路（２８及び３０）の容器容積が計算され、圧力上昇速度が圧
縮回転数に関係して計算されることを特徴とする、請求項２５に記載の方法。
【請求項２９】
第１及び第３の負荷回路（２８及び３０）から乾燥剤カートリッジの再生後、再生時間、
圧力低下及び乾燥空気絞りの直径から、これらの負荷回路（２８及び３０）の容器容積が
検証可能であることを特徴とする、請求項２６～２８の１つに記載の方法。
【請求項３０】
少なくとも始めての再生過程に過再生が行われることを特徴とする、請求項１８～２８の
１つに記載の方法。
【請求項３１】
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圧縮空気供給装置の構成要素の変更又は交換の際、圧縮空気供給装置の更新されるパラメ
ータ検出が行われることを特徴とする、請求項１８～３０の１つに記載の方法。
【請求項３２】
圧縮空気供給装置の構成要素として圧縮機又は容器が使用されることを特徴とする、請求
項３１に記載の方法。
【請求項３３】
更新されるパラメータ検出が、プログラム毎に診断装置を介して又は手動で開始されるこ
とを特徴とする、請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
空気乾燥器部分及びその絞りの代わりに、又は空気乾燥器部分及びその絞りに加えて、所
定の既知の大きさの絞りを持つ別の空気圧構成要素が、圧縮空気供給装置のパラメータを
求めるために使用されることを特徴とする、請求項１８～３３の１つに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念に記載の圧縮空気供給装置及び請求項１７の上位概念に
記載の圧縮空気供給装置のパラメータを求める方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　国際公開第ＷＯ０９８４７７５１号明細書により空気圧車両制動システムが公知であり
、圧縮機、少なくとも１つの空気負荷回路例えば常用制動回路、駐車制動回路、低圧補助
回路及び高圧回路を持ち、これらの回路は圧縮空気容器及び必要弁を持っている。圧縮機
と各負荷回路との間には、通常状態で閉じている第１の電気的に操作可能な弁があり、圧
縮機と補助回路との間には、通常状態で開いている第２の電気的に操作可能な弁がある。
空気負荷回路の第１の弁の出口ポートは、逆止弁を介して、通常開いている第２の弁の出
口ポートに接続されている。例えば低すぎる容器圧力により回路の１つに圧縮空気が必要
であると、制御装置により対応する弁が開かれ、同時に補助回路の第２の弁が閉じられる
。圧縮機が故障すると圧力低下が起こり、これを検知する制御装置が弁を閉じるか又は閉
じたままに保ち、それにより回路の圧力が保たれる。圧力調整弁は圧力の高さを決定する
。圧力調整弁の故障の場合超過圧力が安全弁により排出される。通常開いている第２の弁
及び回路を介して接続されている逆止弁を介して、回路が空気を供給される。電気系統が
故障する場合、すべての弁が初期位置へ切換わる。それにもかかわらず圧縮機は回転し、
補助回路の通常開いている第２の弁を介して回路に空気を供給し、系統圧力が補助回路の
低圧排出弁により決定される。弁が故障すると、補助回路の弁及び逆止弁を介して、対応
する回路へ空気を供給することができる。公知の系統は費用がかかる。なぜならば、各負
荷回路が圧縮空気容器を備えているからである。
【０００３】
　ドイツ連邦共和国特許第１０００４０９１号明細書により、多回路保護弁、圧力調整器
、多回路保護弁の回路に圧縮空気を供給する供給導管、及び空気圧切換え装置により切換
え可能な圧縮機を持つ車両圧縮空気装置用の圧縮空気供給装置が公知であり、パイロット
弁が設けられて、圧力調整器及び切換え装置を制御し、パイロット弁と切換え装置との間
に絞りが設けられている。各回路は圧縮空気容器を持っている。パイロット弁は電子制御
及び／又は調整装置により制御及び／又は調整される。圧力センサが回路及び供給導管の
圧力を監視する。
【０００４】
　公知の空気処理装置は、製造者がそれを機械的に修正するか、又はソフトウェア側でパ
ラメータ化せねばならない、という欠点を持っている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　本発明の課題は、最初にあげた種類の空気処理装置において、空気乾燥器を万能に使用
できるように再生過程を最適化することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
この課題は請求項１及び１８による発明によって解決される。
【０００７】
　本発明による課題解決策の有利かつ適切な構成は従属請求項に示されている。
【０００８】
　本発明では、個々の負荷回路用の弁を持つ多回路保護弁、及び例えば圧縮機供給出力、
容器構成のような空気圧車両設計を求めるための適応特性を持つ電子圧力処理装置を提案
する。容器の大きさ及び圧縮機供給出力に関して、パラメータの検出が行われる。本発明
の構成では、少なくとも最初の再生過程において空気乾燥器カートリッジの過再生が行わ
れる。本発明は空気乾燥器の乾燥特性を最適化し、それにより圧縮空気発生のためのエネ
ルギ消費を減少する。空気圧車両設計に応じて空気処理装置をパラメータ化することはも
はや必要でない。従って本発明は、適合なしに異なる車両に組込むことができる万能空気
乾燥器を提供する。多回路保護弁の弁は機械的な種類でも電磁的な種類でもよい。
【０００９】
　本発明による空気処理装置の実施例を示す添付図面により、本発明が以下に詳細に説明
される。図において同じか互いに一致する部分は同じ符号をつけられている。また圧力導
管は図面において実線で示され、電気導線は点線で示されている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】　機械的多回路保護弁を持つ本発明による圧縮空気処理の原理図を示す。
【図２】　電磁多回路保護弁を持つ本発明による圧縮空気処理装置の原理図を示す。
【図３】　図１及び２による装置の最初の充填中における容器容積及び圧縮機出力の検出
を説明するグラフを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、圧縮空気供給部分４及び負荷部分６を持つ圧縮空気処理装置２を示す。圧縮空
気供給部分４は圧縮機７、圧縮機制御装置８及び空気乾燥器部分１０を含んでいる。
【００１２】
　負荷部分６は、複数の弁１６，１８，２０，２２，２４に分岐する圧縮空気分配導管１
４、及び弁を介して圧縮空気を供給される負荷回路２６，２８，３０，３２，３４を持っ
ている。
【００１３】
　圧縮機７から圧縮空気供給導管４０が、（図示しない）フィルタを前に接続可能な空気
乾燥器カートリッジ４４及び逆止弁４６を経て分配導管１４へ通じ、この分配導管１４か
ら弁１６，１８，２０，２２，２４へ通じる導管４８，５０，５２，５４が分岐している
。これらの弁から圧縮空気導管５８，６０，６２，６４が負荷回路へ通じている。導管６
４は回路３２及び３４へ通じる導管６４’及び６４”に分岐し、導管６４’は負荷回路３
０及び３２へ通じる導管６５及び６６に分岐している。導管６５には更に逆止弁６８及び
絞り６９が設けられている。導管５４には圧力制限器７０が設けられている。導管６４“
には弁２４が設けられている。
【００１４】
　圧力センサ７２，７４，７６，７８は負荷回路の圧力を監視し、それぞれの圧力を圧力
信号として電子制御装置８４へ与え、この電子制御装置が圧縮空気供給弁４を制御する。
分配導管１４の圧力は、図示しない圧力センサにより監視することができる。
【００１５】
　圧力に加えて又は圧力の代わりに、負荷回路及び接続導管の空気量、空気質量、エネル
ギ等のような他の状態量も監視又は検出することができる。
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【００１６】
　負荷回路２８，３０は例えば常用制動回路、負荷回路３２はトレーラ制動回路及び／又
は駐車制動回路。負荷回路３４は常用制動回路に関係しない運転室懸架装置、扉制御装置
等のような二次負荷回路、負荷回路２６は空気ばね懸架装置用高圧回路とすることができ
る。空気ばね懸架装置は通常高い圧力を必要とする。なぜならば空気ばねベローは大きい
容積及び比較的高い圧力を持っているからである。
【００１７】
　常用制動回路２８，３０は、規定９８／１２ＥＧに従って（図示しない）圧縮空気容器
を持っている。高圧回路２６も同様に圧縮空気容器を持つことができる。
【００１８】
　圧縮機７は、圧縮機制御装置８を介して機械的に（空気圧で）制御される。圧縮機制御
装置８は、電子制御装置８４により切換え可能な（小さい公称直径の）電磁弁９４を含み
、この電磁弁は通電されない初期状態で排気されている。この状態で圧縮機７が付勢され
、少なくとも１つの負荷回路が圧縮空気を充填される。設定された圧力閾値に達すると、
制御装置８４が電磁弁９４を切換えるので、圧縮空気が導管４０’を経て圧縮空気で操作
可能な圧縮機７を停止させる。空気が消費される結果再び充填を行うため電磁弁９４が無
電流に切換えられると、弁９４が再び図に示す初期位置へ切換えられ、導管４０’が導管
４０”を介して排気されるので、圧縮機７が付勢される。上述した実施形態の代わりに、
空気圧で切換え可能な弁を電磁弁９４の後に接続することができ、この弁が操作されない
初期状態で排気されて、操作された状態にある圧縮機７の負荷を除く。
【００１９】
　空気乾燥器部分１０は（小さい公称直径の）再生電磁弁１００を含み、この電磁弁の入
口１０２は分配導管１４に接続され、その出口１０４は遮断弁１０６に接続され、この遮
断弁は圧縮機７の供給導管４０に接続されて、圧縮機の負荷を除くために役立つ。再生弁
１００を介して空気乾燥器カートリッジ４４の再生も行われる。その場合導管４０は大気
に接続される。
【００２０】
　再生電磁弁１００が導通していると、圧縮機７はもはや負荷回路への供給は行わず、弁
１０６を介して外部への供給を行う。同時に乾いた空気が、負荷回路２６，２８，３０か
ら分配導管１４、電磁弁１００、絞り１０８及び逆止弁１１０を経て、乾燥剤を再生する
ため空気乾燥器カートリッジ４４を通って、更に弁１０６を経て外部へ流れる。
【００２１】
　符号１１２は逃し弁を示す。
【００２２】
　弁１６，１８，２０，２２，２４は、回路に応じて開放圧力及び閉鎖圧力を設定されて
いる機械的あふれ弁である。回路の圧力は、圧力センサ７２，７４，７６，７８，８０に
より弁のすぐそばで監視される。
【００２３】
　図２は圧縮空気供給部分４及び負荷弁６を持つ圧縮空気処理装置２を示す。圧縮空気供
給部分４は、圧縮機７、圧縮機制御装置８及び空気乾燥器部分１０を含んでいる。
【００２４】
　負荷部分６は、圧縮空気分配導管１４、電気的に操作可能な複数の戻しばね付き電磁弁
１６，１８，２０，２２，２４、及び電磁弁を介して圧縮空気を供給される複数の負荷回
路２６，２８，３０，３２，３４，３６を持っている。
【００２５】
　圧縮機７から圧縮空気供給導管４０が、フィルタ４２、空気乾燥器カートリッジ４４及
び逆止弁４６を経て分配導管１４へ通じ、電磁弁へ通じる導管４８，５０，５２，５４，
５６が分配導管１４から分岐している。電磁弁から圧縮空気導管５８，６０，６２，６４
，６６が負荷回路へ通じている。導管６２は回路３４及び３２へ通じる導管６２’及び６
２”へ分岐し、導管６２”には逆止弁６８が設けられている。供給導管５２には圧力制限
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器７０が設けられている。圧力制限器７０の後で、電磁弁２２へ通じる導管５４が分岐し
ている。導管６４は、回路３６及び３８へ通じる導管６４’及び６４”へ分岐している。
【００２６】
　圧力センサ７２，７４，７６，７８，８０は、負荷回路及び場合によっては分配導管１
４の圧力を監視し、それぞれの圧力を圧力信号として、圧縮空気供給部分４を制御する電
子制御装置８４へ与える。
【００２７】
　圧力に加えて又は圧力の代わりに、負荷回路及び接続導線内の空気量、空気質量、エネ
ルギ等のような他の状態量も監視又は検出することができる。
【００２８】
　負荷回路２８，３０は例えば常用制動回路、負荷回路３４はトレーラ制動回路とするこ
とができ、通常２つの導管がトレーラへ通じている。負荷回路３２は蓄勢ばねを持つ駐車
制動回路とすることができ、負荷回路３６及び３８は常用制動回路とは関係のない運転室
懸架装置、扉制御装置等のような二次負荷回路とすることができる。負荷回路２６は空気
懸架装置用の高圧回路とすることができる。
【００２９】
　　常用制動回路２８，３０は、規定９８／１２ＥＧに従って圧縮空気容器９０，９２を
持っている。高圧回路２６は圧縮空気容器３９を持っている。二次負荷回路３６，３８も
同様に圧縮空気容器３６’，３８’を持つことができる。
【００３０】
　圧縮機７は圧縮機制御装置８により機械的に（空気圧で）制御される。圧縮機制御装置
８は、電子制御装置８４により切換え可能な（小さい公称直径の）電磁弁９４を含み、こ
の電磁弁９４は、電流なしの初期状態で図示したように排気され、電磁弁９４を介して空
気圧で切換え可能な弁９６は、操作されない初期状態で図示したように排気されている。
例えば負荷回路が圧縮空気を必要とするので、圧縮機７を始動させる場合、制御装置８４
が電磁弁９４を切換えるので、弁９６の制御入口９８が圧力を受け、それにより弁９６が
初期状態から切換えられて、圧力で操作可能な圧縮機７を、導管４０’を介して始動させ
る。回路の充填後、電磁弁９４が無電流に切換えられると、制御入口９８が電磁弁９４を
介して排気され、それにより弁９６が他の位置へ切換えられ、導管４０’が排気されるの
で、圧縮機７が遮断される。その代わりに、図１の実施例のように弁９６をなくすことも
できる。
【００３１】
　空気乾燥器部分１０は小さい公称径の電磁弁１００を含み、この電磁弁の入口１０２は
分配導管１４に接続され、その出口１０４を介して圧縮機７の供給導管４０に接続されて
圧縮機の負荷を除くのに役立つ遮断弁１０６が、空気圧により切換えられる。
【００３２】
　電磁弁１００が導通していると、圧縮機７はもはや負荷回路へ供給せず、弁１０６を介
して外部へ供給する。同時に乾いた空気が、分配導管１４から（常用制動回路の容器９０
，９２から）電磁弁１００を経て、更に絞り１０８及び逆止弁１１０を経て、乾燥剤を再
生するため空気乾燥器カートリッジ４４を通って、更にフィルタ４２及び弁１０６を経て
外部へ流れる。
【００３３】
　符号１１２はあふれ弁を示す。
【００３４】
　本発明による圧縮空気供給装置では、最初の充填中に圧縮空気容器の容積及び圧縮機の
供給出力を求めるため、電動機回転数に関係する圧縮機回転数を考慮して、供給開始から
特定の上の圧力値ｐ１に達するまで、対応する容器における圧力上昇の時間を制御装置８
４において求める（図３の曲線ａ参照）ことによって、例えば常用制動回路２８における
空気圧力上昇速度又は充填時間が求められる。
【００３５】



(9) JP 5093693 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

　圧力センサ７４により監視される所定の上の圧力値ｐ１に達した後、圧縮機７が弁９４
を介して遮断され、空気乾燥器部分１０の電磁弁１００が導通せしめられるので、圧縮機
７はもはや導管４０へ供給せず、弁１０６を介して外部へ供給する。同時に乾いた空気が
、圧力値ｐ１に充填された回路２８の容器から、分配導管１４、電磁弁１００、絞り１０
８及び逆止弁１１０を経て、乾燥剤を再生する空気乾燥器カートリッジ４４を通って、更
に弁１０６を経て外部へ流れる。
【００３６】
　再生は、充分な再生が行われる時間（図３のｂ参照）にわたって、例えば容器の圧力が
所定の値ｐ２に低下するまで行われる。制御装置８４に記憶されている絞り直径が既知な
ので、圧力低下ｐ１－ｐ２、再生時間及び絞り直径から、再生のため使用される圧縮空気
量を求めることができる。圧縮空気量、絞り直径及び再生時間から、制御装置８４が回路
２８の容器容積を計算する。圧縮機回転数に関係して求められる圧力上昇速度又は求めら
れる回路２８の充填時間及び求められる圧縮機回転数及び求められる回路２８の容積から
、制御装置８４が圧縮機供給出力を計算する。
【００３７】
　回路２８からの乾いた空気による空気乾燥器カートリッジ４４の再生後、回路２８が、
時点ｔ２から時点ｔ３で特定の圧力ｐ３に達するまで、引き続き充填される（曲線部分ｃ
）。それから回路３０が付加的に、また回路２８が引続き充填され（曲線部分ｄ及びｅ）
。時点ｔ４から回路３２，３４も充填される（曲線部分ｆ）ので、時点ｔ４に回路２８，
３０，３２，３４が同時に充填される。
【００３８】
　回路２８，３０，３２及び３４に同じ圧力ｐ５が存在すると（時点ｔ５参照）、時点ｔ

６まで、圧縮機回転数に関係して、回路２８，３０，３２及び３４における圧力上昇速度
が求められる。それに続いて時点ｔ６に圧力ｐ６に達してから、回路３２，３４が遮断さ
れるので、回路３２，３４における圧力ｐ６は一定のままである（直線の部分ｇ参照）。
回路２８，３０の圧力は、所定の圧力ｐ７（時点ｔ７）に達するまで引続き高められる（
曲線部分ｈ）。圧力差ｐ７－ｐ８及び時間ｔ７－ｔ６から、圧縮機回転数に関係して、回
路２８及び３０における圧力上昇速度が求められる。その後回路２８及び３０からの乾い
た空気による空気乾燥器カートリッジ４４の再生が行われ（曲線部分ｉ）、時点ｔ８に両
方の回路における所定の圧力ｐ８で遮断されるまで、これらの回路の引続く充填が行われ
る。
【００３９】
　既に計算された圧縮機供給出力と回路２８及び３０において求められた圧力上昇速度か
ら、制御装置において、回路２８及び３０の容器容積を計算することができる。
【００４０】
　再生のために必要な圧縮空気量、既知の絞り直径及び再生時間から、回路２８及び３０
の容器容積を検証することができる。
【００４１】
　個々の容器又は容器群の代わりに、すべての容器の全容積に対しても、上述した方法を
行うことができる。
【００４２】
　圧縮機出力及び容器容積のため上述したやり方で求められるデータは、制御装置に記憶
される。供給出力が低下する際再生反応を一層低い供給出力に合わせ、場合によっては警
告信号を発生するため、走行作動中に圧縮機供給出力を監視するために、記憶されている
値が使用される。更に本発明による方法は、場合によっては汚れも通報するため、絞り直
径を減少する汚れに関して再生絞りの監視を可能にする。
【００４３】
　圧縮空気供給装置の構成要素例えば圧縮機、容器等の変更又は交換の際、圧縮空気供給
装置の新たなパラメータ検出が行われる。新たなパラメータ検出は、プログラム毎に又は
手動で診断装置を介して開始される。
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【００４４】
　空気乾燥器部分及びその絞りの代わりに又は空気乾燥器部分及びその絞りに加えて、圧
縮空気供給装置のパラメータを求める所定の既知の大きさの絞りを持つ他の空気圧構成要
素を使用することができる。

【図１】 【図２】
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【図３】
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